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報 告  原 島 則 夫  

「 模 擬 授 業  北 海 道 は い つ か ら 日 本 か 」   瀧 澤  正  

 瀧 澤 氏 は 、 財 団 法 人 ア イ ヌ 文 化 振 興 ・ 研 究 推 進 機 構 発

行『 ア イ ヌ 民 族 : 歴 史 と 現 在 』の ア イ ヌ 民 族 に 係 わ る 歴 史

年 表 を 提 示 、 分 科 会 参 加 者 に 「 北 海 道 は い つ か ら 日 本 に

組 み 込 ま れ た の か 」 を 問 う た 。  

 そ の 上 で 、 １ ９ ５ ７ 年 外 務 省 条 約 局 が 示 し た 、 外 地 と

内 地 見 解 。 １ ８ ７ １ 年 ― 北 海 道 住 民 、 ア イ ヌ を 含 め 戸 籍

編 成 。 １ ８ ８ ９ 年 ― 大 日 本 帝 国 憲 法 の 制 定 ・ 衆 議 院 選 挙

法 （ 北 海 道 ・ 沖 縄 ・ 小 笠 原 は 除 外 、 北 海 道 全 域 が 認 め ら

れ た の は １ ９ ０ ４ 年 、 貴 族 院 は １ ９ １ ８ 年 、 選 出 は １ ９

２ ５ 年 。１ ８ ９ ６ 年 ／ 拓 殖 務 大 臣 設 置（ 所 管 事 項 ）台 湾 ・

北 海 道 。 １ ８ ９ ９ 年 ― 北 海 道 旧 土 人 保 護 法 。 １ ９ １ ０ 年

― 「 外 国 人 ノ 土 地 所 有 ニ 関 ス ル 法 律 」 北 海 道 及 び 樺 太 、

台 湾 は 植 民 地 で あ る か ら ら 除 外 ― の ５ つ の 事 例 を 検 討 。

瀧 澤 氏 の 見 解 は 、 北 海 道 全 域 が 選 挙 権 を 認 め ら れ た 時 の

１ ９ ０ ４ 年 が 妥 当 と 結 論 づ け た 。  

  

「 北 海 道 大 学 他 全 国 1 1 大 学 に 、 な ぜ ア イ ヌ 人 骨 が あ る

の か ？ 」        清 水 裕 二  

 清 水 氏 は 、北 大 な ど が ア イ ヌ 墓 地 か ら 遺 骨 を 、① 調 査 ・

研 究 す る と し て 発 掘 し た 、 ② 発 掘 と い う 名 の 盗 掘 、 ③ 北

海 道 大 学 解 剖 学 講 座 の 発 掘 の 特 徴 と 問 題 点 を 指 摘 、 ④ 返

還 要 求 と 政 府 ・ 大 学 の 動 向 に つ い て と り あ げ た 。  

政 府 と 大 学 は 、 ア イ ヌ 遺 骨 を 今 後 も 研 究 で き る 道 を 残

す 方 策 を と る 。 2 0 1 4 年 ６ 月 の 閣 議 決 定 で 、「 個 人 が 特 定

さ れ る ア イ ヌ 人 骨 な ど の 返 還 手 続 き に 関 す る ガ イ ド ラ イ



ン 」 で 、 祭 司 継 承 者 で あ る 事 の 証 明 で き る 者 に 返 還 す る

と 公 表 。 新 幹 線 の 中 で 電 光 掲 示 版 に 流 さ れ た テ ロ ッ プ を

見 た 方 か ら 、「 返 還 さ れ る こ と に な っ て よ か っ た ね 」と の

電 話 、道 外 の 〇 〇 市 役 所 で は 横 断 幕 が さ げ ら れ た ― ― な ど 、

誤 っ た 認 識 が 生 み 出 さ れ て い る こ と を 指 摘 。  

 北 大 が 保 管 し て い る ア イ ヌ 遺 骨 を め ぐ っ て は 、1 2 年 ９

月 に 原 告 ３ 名 が 北 大 を 相 手 に 遺 骨 返 還 を 求 め 提 訴 。1 4 年 、

紋 別 地 区 １ 名 、 浦 幌 ア イ ヌ 協 会 （ 団 体 ） が 参 加 し て 現 在

裁 判 係 争 中 で あ る と 報 告 。  

  

北 大 開 示 文 書 研 究 会 浦 幌 出 前 講 座 に 参 加 し て  

小 川 隆 吉 （ ア イ ヌ 遺 骨 返 還 請 求 訴 訟 原 告 ）  

小 川 氏 は 、 北 大 開 示 文 書 研 究 会 が 実 施 し た 浦 幌 出 前 講

座 ・ 浦 幌 ア イ ヌ 人 骨 盗 掘 現 場 フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 、 人 骨

を 掘 っ た 跡 地 が 沼 に な っ て い る 状 況 な ど を 報 告 し た 。  

 

「 ア イ ヌ 遺 骨 返 還 問 題 を 考 え る 」    原 島 則 夫  

原 島 は 、「 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 」か ら 訴 訟 を 進 め る 方 策 を

探 っ た 。 原 告 は 「 ア イ ヌ プ リ に し た が っ て 祖 先 の 霊 を 祭

祀 す る こ と を 現 時 点 に お い て も 妨 害 さ れ て い る 事 実 に 基

づ い て 憲 法 2 0 条 １ 項 、同 ２ 項 の 侵 害 に 基 づ く 」と 主 張 。   

そ う 主 張 す る な ら 、 常 本 照 樹 氏 が 1 9 9 7 年 に お こ な っ

た 「 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 」 の 学 習 会 で 、「 こ の 法 律 の 対 象 と

な っ て い る の は 、 ア イ ヌ の 人 々 の 誇 り の 源 泉 で あ る 『 伝

統 及 び 文 化 』 で あ る 」。 続 け て 「 ア イ ヌ が 民 族 と し て も っ

て い る 固 有 の 伝 統 と い う の は 、 こ れ は 当 然 『 先 住 民 族 と

し て の 伝 統 』 以 外 の 何 物 で も な い 」。 さ ら に 「 民 族 を 民 族

た ら し め て い る 文 化 」 と 述 べ て い る 。  



原 告 が ア イ ヌ プ リ に し た が っ た 供 養 を 妨 げ ら れ て き た

と 主 張 す る わ け だ か ら 、「 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 」の 趣 旨 と 相

容 れ な い こ と を 主 張 す べ き で は な い か ― と 提 起 し た 。  

 

ア イ ヌ 民 族 大 学 の 創 設 を 求 め て    清 水 裕 二  

 清 水 氏 は 、 地 域 社 会 に は 、 ま だ ま だ 民 族 差 別 感 が 温 存

さ れ て い る 。 文 字 文 化 が な か っ た こ と か ら ア イ ヌ 民 族 を

劣 等 民 族 視 す る 傾 向 に あ る 。  

学 校 教 育 に お い て 、 ア イ ヌ 民 族 の 歴 史 や 文 化 の 授 業 は

教 育 課 程 に 位 置 づ け ら れ て い な い 。 教 育 委 員 会 や 学 校 長

の 指 導 姿 勢 に よ っ て 位 置 づ け は 大 き く 異 な る 。  

「 先 住 民 族 の 権 利 に 関 す る 国 連 宣 」（ 0 7 年 ） な ど 各 種

の 国 際 条 約 や 宣 言 な ど に も と づ く 先 住 民 族 教 育 の 保 障 を

求 め 、 そ の 具 体 化 の 一 つ と し て 、「 ア イ ヌ 民 族 大 学 」 の 創

設 を 求 め る 。  

「 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 」 制 定 （ 9 7 年 ）、「 ア イ ヌ 民 族 を 先

住 民 族 と す る こ と を 求 め る 決 議 」（ 0 8 年 ） 採 択 さ れ た こ

と で 満 足 し て い る 場 合 で は な い 。 当 事 者 は 「 先 住 民 族 の

権 利 」 の 主 権 者 と し て 敏 感 に な ら な け れ ば な ら な い 。  

現 制 度 の 中 で 義 務 制 の 「 民 族 教 育 学 校 」 創 設 は 困 難 で

あ る 。 ア イ ヌ 民 族 学 習 を 指 導 で き る 教 員 を 養 成 す る 大 学

を 、 既 存 の 大 学 の 協 力 の も と に な ら 創 設 す る 可 能 性 を 追

求 し た い 。  

 

 小 川 早 苗 氏 は 、 い ま も ア イ ヌ の 子 ど も た ち は 我 慢 し て

生 き て い る 。 我 慢 で は 学 び が 身 に つ か な い と し て 、 教 科

書 の 中 に ア イ ヌ 記 述 を 明 記 し て ほ し い 、 と 訴 え た 。  

 



 桒 原 き よ 子 氏 は 、 自 身 の 生 活 歴 と 、 ア イ ヌ 民 族 と し て

自 覚 を 高 め た き っ か け の 出 来 事 を 語 っ た 。  

 

「 ウ ィ ル タ 民 族 の 隣 人 、 サ ハ リ ン の ニ ブ フ 民 族 の Ｖ ・ サ

ン ギ 氏 の 業 績 」        藤 野 知 明 （ 映 像 製 作 者 ） 

 藤 野 氏 は 、ロ シ ア 、ニ ブ フ 民 族 の 作 家 の ウ ラ ー ジ ミ ル ・

ミ ハ イ ロ ビ ッ チ ・ サ ン ギ （ ロ シ ア 、 ニ ブ フ 民 族 の 作 家 ）

の 業 績 を 、 ① 作 家 と し て 作 品 を 通 し て ニ ブ フ 民 族 の 生 き

る 姿 を 届 け る 。 ② 長 老 （ 族 長 ） 会 議 議 長 と し て 、  日 本

や ロ シ ア に よ っ て 政 治 的 、 経 済 的 、 社 会 的 に 全 く 無 権 利

状 態 に さ れ た ニ ブ フ 民 族 の 権 利 回 復 の た め 積 極 的 に 発 言

し 行 動 。③ ウ ィ ル タ 協 会 が 中 心 に な り 、 1 9 9 7 年 に サ ハ リ

ン ポ ロ ナ イ ス ク 近 郊 に キ リ シ エ （ 戦 没 者 慰 霊 碑 ） を 建 立

の 際 、 サ ン ギ 氏 も 遺 族 会 の 1 人 と し て 係 わ る 。 今 後 も 氏

の 道 静 に 注 目 し て い き た い ― と 報 告 し た 。 （ 2 0 1 5 . 5 . 7 ）  


